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1. 9月の目標 

1)英語力の向上 
2)フォーミュラSAEチームの活動への参加 
3)ELC及びその他の活動への参加 
 
 
2. 9月の活動 

2.1 英語力の向上 
 6～8月の夏学期の期間で，英語を聞く，話すことには大分慣れた．生活に関する不自由も現
在はなくなり，楽しい留学生活を送ることができている．これらの結果から，夏学期の3ヶ月
間こちらで勉強できたことは非常に良かったと感じている． 
 
 表1に秋学期の授業スケジュールを示す．Grammar，Vocabulary，Writing，Conversation，
及びReadingの5科目は必須科目，Pronunciation及びTechnical Writingの2科目は選択科
目である．English Language Centerでは，学生を英語の能力に応じて6段階のレベルにクラ
ス分けを行っている．夏学期の最も下のレベル Intermediate 1から，今学期は上から3つ目
のレベル Advanced 1のクラスに配属された． 
 

表1 授業スケジュール 

MON TUE WED THU FRI
9:00 - 10:00 Grammar Grammar Grammar

10:00 - 11:00
11:00 - 12:00 Vocabu Conver Vocabu Conver
12:00 - 13:00 Pronun Pronun Pronun
13:00 - 14:00 Tech Wri
14:00 - 15:00
15:00 - 16:00 Tech Wri
16:00 - 17:00 Tech Wri

WritingWriting

Reading Reading

 
 
 
 授業のレベルは，5科目の必須科目のみ関係するため，選択科目に関しては様々なレベルの
学生が同じ授業を受けている．必須科目に関しては，レベルが一度に3つも上がったため苦労
している．Grammar及びConversationの2科目の内容はそれほど難しくなく，特に問題な
く授業を受けることができている．しかしその他の3つの必須科目については，クラスメイト
と私のレベルに明らかな格差がある．Readingでは毎授業多くの文章を読むが，私が半分読み
終わる頃には他のクラスメイトは全て読み終わり，設問の回答も終わっている状況である．

Vocabulary では，教科書に出てくる単語について定義や同義語，文中の意味などを質問され
るが，私が見たことのない単語をクラスメイトは易々と答えていく．授業の進行も早く，ノー

トを取ったり設問の答えを確認したりすることのみで精一杯である．課題も多く出され，また

質も求められるようになったため，多くの時間を充てるようになった．課題の全てを完璧にや

ると睡眠時間がなくなりそうであるため，多少妥協しながら進めている．学部3年の頃の生活
に戻ったようで，忙しい毎日を送っている． 
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2.2 フォーミュラSAEチームの活動への参加 
 RITには，KITと同じく学生フォーミュラのチームが存在する．彼らの今シーズンの成績は，
5月のミシガン大会で総合2位，6月のカリフォルニア大会では総合優勝と，世界でもトップ
クラスのチームである．夏学期の間は歴代車両の観察，静的競技の書類の情報収集，試走及び

車両の組み上げの見学や手伝いを行った．図1に試走の様子を示す．彼らの車両や書類から学
ぶことは非常に多く，こちらから提供できる情報は大方なかった．このままではただのスパイ

活動になりかねないため，何かひとつでも貢献できることを探したい． 
 

 
 
 
 
 

図1 試走の様子 
 
 8月に彼らはアメリカを飛び出し，ドイツ大会に参加した．カリフォルニア大会では7競技
のうち3競技でトップ，3位以内を逃したのは1競技のみと強さが滲み出ていたが，ドイツ大
会では高得点競技であるエンデュランスにて車両の破損によりリタイアとなったようであり，

総合 28位と振るわなかった．8月の夏休み期間中は，いつ行っても彼らの活動場所は開いて
おらず，これらの結果を知ったのは9月に入ってからであった． 
 
 9月の始めに彼らの活動場所をのぞき，来シーズンへ向けた新車両設計の進捗や，近況につ
いて話を聞いた．最後の大会から1ヵ月も経過していないが，既にフレームやサスペンション
の設計は大方完了しているようである．またほぼ毎週末に試走を行っているようで，ドライバ

ー候補の1人がコースのレイアウトやシフトポイントについて考慮していた．ドイツ大会にお
ける車両の破損箇所及び原因について調査したかったが，車両はまだドイツから帰ってきてお

らず，メンバーの話もよく理解できなかった．冷却系のトラブルのようであるが，車両が帰っ

て来次第，詳細に調査する予定である．授業が始まってからは予想以上に忙しくなってしまい，

9月中にフォーミュラSAEチームの活動場所へ行ったのはこの1回のみとなってしまった．  
 

2.3 ELC及びその他の活動への参加 
2.3.1 サッカー 
 秋学期から RIT 内でサッカーのリーグ戦が始まり，ELC 内でメンバーを募り ELC 
UNITEDとORANGE WINGSの2チームが参加している．ELC UNITEDは経験者を集
めて優勝を狙うチーム，ORANGE WINGSは初心者も含めてサッカーを楽しむチームとな
った．私は高校までサッカー部に所属していたため，ELC UNITEDに属している．試合は
ジムの中で行われ，1チーム 7人，交代はいつでもできる．これまでELC UNITEDが 1
試合，ORANGE WINGSが 2試合行ったが，全勝 0封と完璧な内容である． ORANGE 
WINGSではメンバーが集まらないため，私も含めELC UNITEDのメンバー数人が掛持ち
で参加している状態であり，非常に良い運動となっている．図2にサッカーの様子を示す． 
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図2 サッカーの様子    図3 RITのリンク 
 

2.3.2 ボウリングナイト 
 25日(金)にELCのイベントの一つであるボウリングナイトに参加した．夏学期にも数回
開催されたイベントである．午後 6時にELC前に集合し，近くのボウリング場へELCが
手配したバスで移動した．夕食となるピザと飲み物，そして2ゲーム分が無料であることか
ら，毎回多くの学生が参加する．アメリカには日本のような大規模なゲームセンターなどの

娯楽施設はないため，学生はボウリング場，若しくは映画館に行くことが多いようである． 
 

2.3.3 アイススケート 
 9月に入ってから，正午過ぎの約 2時間は一般滑走が無料となっている．リンクは ELC
の隣の建物内にあり，アイススケートを一番の趣味としている私にとってはこの上ない環境

である．毎週水曜は授業の合間に，ELCの友人やRITの学生と共に会話をしながら楽しん
でいる．ELCでも週に 1回イベントとして企画されており，授業が重なっていない時間に
参加している．滑り方を教えることが多いが，英語で説明することは難しく非常に良い勉強

となっている．図3にRITのリンクを示す． 
 

2.3.4 Japanese Conversation Table 
 JCT は毎週木曜，ライブラリー内にあるカフェにて開かれている．RIT で日本語を勉強
している学生や日本人が集まり，日本語での会話を勉強している．メンバーの半数以上が過

去に KIT への留学経験があり，日本語のレベルは高い．ここでも多くの友人ができ，KIT
での留学生活や，RITでの勉強の様子や普段の生活についての話をしており，多くの情報を
手に入れている． 
 

2.3.5 Conversation Partner 
 RITの学生とELCの学生が互いの母国語を教え合うもので，ELCの学生にとってはネイ
ティブの学生と触れ合う数少ない場である．私は JCTで仲良くなったアメリカ人で，2年
前にKITへ留学した学生が相手となった．週に 3回ほど会い，それぞれ 1時間ほどの会話
をしている．時にはスケートや買い物へ行ったり宿題を教え合ったりしており，互いに良い

勉強となっている． 
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3. 10月の目標と課題 

1)授業への的確な対応 
 現在は授業に遅れを取っている状況であることから，まずはこちらを改善したい．クラスの

レベルにすぐに追いつくことは難しいため，焦らずに進めていきたい． 
 
2)フォーミュラSAEチームの活動への参加 
 専攻と英語を同時に勉強でき，尚且つ多くの情報を得られる貴重な機会であることから，時

間の使い方を考慮して積極的に参加できるようにしたい． 
 
3)ELC及びその他の活動への参加 
 英語を使う機会を多く得るために，様々な活動に参加したい．特に会話をする機会を多く持

ち，弱点であるリスニング能力の向上を図る． 
 
 

4. その他 

 夏学期はKate Gleasonと呼ばれる寮にて生活していたが，夏休みにはRITから8kmほど離
れた所に位置するRIT Innに移動した．元はホテルだったが，経営破たんした建物をRITが買
収したもので建物はホテルとなんら変わりは無い．学生寮兼ホテルとして機能しているため一般

客も滞在しているが，プライベートプールやサウナもあり，学生が生活するには贅沢な空間であ

った．しかし，秋学期が始まってからは通学に時間がかかり，荷物を全て持ち運ぶことが難しく

なったため，20日(日)にRITの敷地内の寮へ引っ越した．夏学期はルーマニア人，現在はメキシ
コ人がルームメイトである．2人ともRITの学生で，英語は不自由なく使っているため，コミュ
ニケーションに滞りはない． 
 
 9月に入り，夏の気候は早くも過ぎた．下旬になると，朝晩は10℃前後とかなり冷え込むよう
になった．昼間は暖かいため朝晩との寒暖の差が激しく，体調の管理が難しい．部屋の暖房はま

だ入らないようで，朝晩は少々寒さを感じる．また湿度が比較的低いため，体感温度は低い． 
今月1度風邪をひいてしまったが，現在の健康状態は良好である．ロチェスターにも新型インフ
ルエンザが近づいてきているようなので，体調管理に留意したい． 
 
 
 

以上 


